
第３学年 算数科学習指導案 

 

                       日 時   平成１６年１０月２２日(金) １校時 

学 年  ３学年 男１１名 女１３名 計２４名 

                          指導者  田 中 淳 子 

１ 単元名 

  かけ算のしかたを考えよう 

 

２ 単元の目標 

  筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算の仕方について理解し，それを用いる能力を

伸ばす。 

 〔関心・意欲・態度〕 ・筆算形式による２，３位数×１位数の計算の仕方を，既習の乗法計算の仕

方をもとに考えようとする。 

 〔数学的な考え方〕  ・筆算形式による２，３位数×１位数の計算の仕方を，数の構成や十進位取

り記数法をもとに考える。 

 〔表現・処理〕    ・２，３位数×１位数の計算を筆算で正確にできる。 

            ・乗法の結合法則を計算に用いることができる。 

 〔知識・理解〕    ・２，３位数×１位数の筆算の仕方を理解する。 

            ・乗法の結合法則を理解する。 

 

３ 単元について 

（１）本単元の基礎・基本 

・２，３位数×１位数の筆算の仕方を理解する。 

・２，３位数×１位数の筆算を正確にできる。 

以上二つを本単元の基礎・基本と考える。 

（２）教材について 

   ３年生は，これまでに乗法九九については２学年で学習している。さらに，本学年ではその後

を受けて，第１単元で，乗法九九についての理解をまとめたり，乗法の交換法則や，乗数が１ず

つ増減するときの乗数と積の変化の関係について学習したりしてきている。 

   本単元では，まず被乗数が何十，何百の乗法（20×3 や 300×5 など）の計算の仕方を学習する。

何十，何百に 1位数をかける計算が，10 や 100 を単位とした１位数どうしの乗法に帰着させる計

算の仕方を理解し，その計算ができるようにする。次に，２，３位数×1 位数の計算の考え方，

筆算の仕方について学習する。計算の原理理解に基づき筆算形式を導入し，計算の考え方と筆算

の手順とを結びつけていく。いずれにしても，形式のみを覚えこませるのではなく，そのもとに

なる計算の原理の理解を確実にした上で形式を獲得させることをねらいとしている。なお，その

際に下記の事項についての理解を深めるようにしている。 

・十進位取り記数法の原理の理解を基本とし、事実に即して分配法則の考えを用いること 

・乗法の(基準の大きさ)×(基準の大きさを単位とした数)という意味の理解を深めること 

 ２，３位数に１位数をかける計算は，本学年の第 13 単元の２位数どうしをかける計算の基礎

にあたっているので，計算の原理や手順を確実に理解するとともに，技能的にも十分高めておく

ことが必要だと考えられる。 

（３）児童の実態 

    ３年生は，計算問題には進んで取り組もうとするし，乗法九九は，すばやく計算できる児童が

多い。しかし，文章題からの立式，理解するまでの時間や作業の速さ，計算技能には大きな差が

見られる。また，10 の段や 11 の段など九九表にないかけ算を考える活動では，ほとんどの児童



が進んで取り組むことができた。しかし，自力解決の際に既習事項を生かして解決方法の見通し

を考えたり，解決方法を説明したりすることは「算数アンケート」の結果からも苦手に思ってい

る児童が多い。 

レディネステストの結果を見ると，既習の乗法の計算は，ほとんどの児童が正しく行うことが

できている。乗法の交換法則や乗数と積の変化の関係についての問題では，正答できない児童が

３～４名（12～16%）いた。 

Ｐ１テストの結果は，文章題からの立式ができた児童が 17～19 名ほどいたが，立式と計算が

正しくできた児童はほとんどいなかった。また，乗法の筆算に関しては，ほとんどの児童が予備

知識がなく，計算方法の予想もできなかった。 

（４）指導にあたって 

   第１小単元では，何十，何百に１位数をかける計算を,既習の１位数どうしの乗法の計算に帰

着して計算する方法を理解させる。自力解決の見通しとして,被乗数の構成についての理解を基

礎に,何十,何百を 10，100 を単位としたまとまりとしてとらえられるように図や模擬貨幣を用い

て具体的に示し,児童に既習の乗法九九や 10×１位数の乗法計算を用いて計算できることに気づ

かせ,自力解決させる。 

   第２小単元では,２位数×１位数の計算の考え方，筆算の仕方について学習する。実質的に２

位数×１位数の式が登場する最初の段階なので,自力解決の見通しとして，被乗数の 23 を 20 と 3

に分解して「20 の段＋3 の段=23 の段」という分配法則の考えを教科書の図解と対比させて計算

の原理を考えさせ，筆算の手順とを結びつけて自力解決させ理解の徹底を図る。また，繰り上が

りのある計算では，各位の計算をしてから繰り上げた数をたすことを，計算手順を言わせたり部

分積を一つ一つ書き込ませたりしながら理解させる。 

   第３小単元では, ３位数×１位数の計算の考え方、筆算の仕方について学習する。自力解決の

見通しとして，既習の２位数×１位数の筆算の仕方をもとに，被乗数を位ごとに分けて考えさせ，

けた数が多くなっても同じ手順で計算できることに気づかせ，自力解決させ，筆算の手順をまと

めていく。また，繰り上がりのある計算では，各位の計算をしてから繰り上げた数をたすことを，

計算手順を言わせたり部分積を一つ一つ書き込ませたりしながら理解させる。なお，この単元の

最後に,乗法の結合法則を取り上げるが，具体的な場面を背景にしてどういう考え方で計算して

いるのかを十分理解させて，計算が簡単になる結合法則のよさに気付かせる。 

   まとめの小単元の「れんしゅう」では，２，３位数×１位数の筆算や３口の乗法の計算の習熟

を図る。筆算の手順の虫食い問題や筆算の誤りを訂正する「たしかめ」や答えの見当をつける「チ

ャレンジ」では，理解の深化を図る。 

    この単元の学習を通して,児童は，筆算の手順の説明は「①位を縦にそろえて書く」「②一の位

の計算をする」「③十の位の計算をする」「④百の位の計算をする」の４つにまとめられることに

気づいていく。そこで，毎時間この言い方を手がかりに見通しをもたせ，自力解決に向かわせた

い。これにより，計算手順を考えたり発表したりすることが容易になると考えられる。児童一人

一人が既習事項をもとに自力で計算手順を考え，それを順序よく発表できるようにさせ，自力解

決や発表することに自信をもたせるようにする。さらに，筆算の計算手順の定着を図るため，２

位数×１位数，３位数×１位数の計算を再度練習する時間をそれぞれの小単元の中に１時間ずつ

設け，計算の型ごとに分類して練習させる。 

（５）習熟度に考慮した指導について 

乗法の筆算についての学習は初めてであり，どの児童にも計算の原理と手順をよく理解させ， 

正確に計算ができるようにさせるために，習熟度を考慮しながらドリル的学習を以下のように取

り組ませる。 

    ア この単元を通して, 位取り板に合わせた図や部分積を書き込ませる筆算形式と「①位を縦

にそろえて書く」「②一の位の計算をする」「③十の位の計算をする」「④百の位の計算をす



る」の計算手順を常に対応させる。さらに，位ごとに計算していくことや繰り上げた数の処

理の仕方を理解させながら計算に取り組ませていく活動を取りいれて，ドリル的学習を行う。 

    イ 原理理解や拡充の場面では,習熟の程度によって次のように考えた。自力解決が困難な児

童には，位取り板に合わせた図や部分積を書き込ませる筆算形式を用いて，筆算の計算手順

に慣れさせていく。また，達成状況が十分と思われる児童には，筆算をさせ，次に計算手順

に当てはめて自分の計算方法を確認させたり，計算手順を友達に分かるように説明したりで

きるようにさせる。 

    ウ 習熟の場面では,いろいろな型の問題を計算手順を言いながら計算させたり手順そのもの

を書かせたりすることで，理解や習熟の程度をしっかり把握しながら指導していく。努力を

要すると思われる児童には，位取り板に合わせた図や部分積を書き込ませる筆算形式を用い

て，繰り上がった数の処理の仕方を確認させ，どの計算も正しく理解し，しっかり計算でき

るようにしていく。また，達成状況が十分と思われる児童には，問題数を多くしたり答えの

見当をつけてから計算をさせたりして，理解と計算能力を高める。 

 

４ 教材の関連と発展 

 

 

 

かけ算（１）  かけ算  わり算の筆算（１） 

・乗法の意味と記号「×」 

・５,２,３,４の段の九九の

構成 

・「かけられる数」「かける数」 

の用語と意味 

・２～３位数÷1位数の筆算

形式 

・除法の意味の拡張 

(倍の第 1・3用法) 

・1 位数でわる除法の暗算 

・乗法九九の習熟 

・被乗数や乗数が 0の乗法 

・乗数と積の関係 

・乗法の交換法則 

・1位数×10，10×1 位数 

・被乗数または乗数が未知 

数の式 
 

  

  

 

 

 

かけ算（２）  本単元 かけ算のひっ算（1）  わり算の筆算（２） 

・何十，何百×1位数の計算

・２，３位数×1位数の計算

と筆算形式 

・乗法の結合法則 

・６～９,１の段の九九の構 

 成 

・乗数と積の関係の素地 

・乗法の交換法則の素地 

・倍概念の基礎 

 

 

 ・何十でわる除法 

・｢商｣｢積｣の用語 

・2～3位数÷2位数の筆算 

形式 

・除法の検算の仕方 

・除法について成り立つ性 

 質 

 かけ算のひっ算（２）  

 

 ・1，2位数×何十の計算 

・2位数どうしの乗法の計 

算と筆算形式 

・計算のきまりや法則を用

いた乗法計算の工夫 

・2位数×1位数の暗算 

  

４年 ３年 ２年 



５ 単元指導・評価計画・・・１５時間（１３＋２） 

 

時 目 標 
学 習 活 動 

（◎は主な活動）
評価規準 主な具体の評価規準 

努力を要する場合の 

支援の手立て 

（1）何十，何百のかけ算 2時間 下p.2～4 おおむね満足できる（Ｂ）  

〔プロローグ〕・九九表の空欄の数の求め方を考える活動を通して，被乗数の数範囲を拡張した乗法への興味，関心を高めるようにする。 １ 

 

 

 

 

◎20×3 の計算の

仕方を考える。 

 

考20×3の計算の仕方を2×3をもとに考えることができる。 

 

10円玉で考えると20は10円玉2個となるから,2×3＝6  

これは10円玉が6個だから，答えは60。 

 

考模擬貨幣を使い，かけられる数

が10円玉で考えると何個分か考

えさせ，10を単位として考えさせ

る。 

２ 

○何十，何百に1位

数をかける乗法

計算の仕方を理

解し，その計算が

できる。 

◎300×5 の計算の

仕方を考える。 

 

 

・【ドリル的学習】

考何十，何百×1位数

の計算を，1位数×1

位数の計算をもとに

して考えている。 

（発表・観察） 

表何十，何百×１位数

の計算ができる。 

（プリント） 

知何十，何百×１位数

の計算の仕方を理解

している。 

（プリント･発表） 

考300×5の計算の仕方を3×5をもとに考えることができる。 

 

100円玉いくつ分かで考えると3×５＝15で,100円玉 

15個という意味だから1500。 

 

考模擬貨幣を使い，かけられる数

が100円玉で考えると何個分か考

えさせ，100を単位として考えさ

せる。 

（2）２けたの数に１けたの数をかける計算 ６時間 下p.5～9 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2位数×1位数（部

分積がみな1け

た）の筆算形式の

仕方を理解し，そ

の計算ができる。

・場面を見て，立式

について考える。

◎23×3 の計算の

仕方を模擬貨幣

を使ったり数操

作をして考え，答

えを求める。 

◎筆算の仕方をま

とめる。 

 

 

 

 

 

関2位数×1位数の筆

算の仕方を既習の乗

法九九などをもとに

考えようとしてい

る。（プリント・観察）

考2位数×1位数の筆

算の仕方を，既習の

乗法九九に帰着して

考えている。 

（発表・観察） 

知2位数×1位数（部分

積がみな1けた）の筆

算の仕方を理解して

いる。 

（プリント・観察） 

 

考23×3を位ごとに分けて，九九を使って筆算の仕方を考えること

ができる。 

 

20×3＝60，3×3＝9，60＋9＝69 

 

知23×3の筆算の仕方を言うことができる。 

 

・位を縦にそろえて書く。 

・一の位から計算し3×3＝9の9を一の位に書く。 

・次に十の位を計算し3×2＝6の6を十の位に書く。 

 

考筆算でも23×3を20×3，3×3と

それぞれの位ごとに計算してい

ることを教科書P.6の下の図と合

わせて示して気づかせる。 

 

知位取り板や部分積を一つ一つ書

く筆算形式で考えさせ，手順を理

解させる。 

 

 

 

 



 

２ 

◎かけ算の筆算形

式による計算の

仕方を確認し，練

習をする。 

・【ドリル的学習】

表2位数×1位数（部分

積がみな1けた）の筆

算ができる。 

（プリント） 

表32×3の筆算の仕方が分かり，正確にできる。 

      ３２  「三二が６」の６を，一の位に書く。 

    ×  ３  「三三が９」の９を，十の位に書く。 

      ９６     

表32×3の筆算ができるようにす

るために，部分積を一つ一つ書く

筆算をするように「それぞれの位

の計算の答えを書きましょう」等

の助言する。 

３ 

 

 

○2位数×1位数（一

の位の数との部

分積が2けた）の

筆算の仕方を理

解し，その計算が

できる。 

◎1辺16cmの正方形

の周長を求める

式を考え，その計

算を筆算でする

仕方を考える。 

 

 

 

知2位数×1位数（一の

位の数との部分積が

2けた）の筆算の仕方

を理解している。 

（プリント・発表） 

表2位数×1位数（一の

位の数との部分積が

2けた）の筆算ができ

る。（プリント） 

 

表28×3の筆算の仕方が分かり，正確にできる。 

 

    ２８   「三八 ２４」の４を，一の位に書き，２ 

   × ３   を十の位に繰り上げる。 

    ８４   「三ニが６」の６に，繰り上げた２をたし 

て８。８を十の位に書く。 

 

 

表28×3の筆算を正しく計算する

ために，位取り板や部分積を一つ

一つ書く筆算形式で考えさせ，十

の位の計算をしてから繰り上げ

た数をたすことを再度確認させ

る。 

４ ○2位数×1位数（十

の位の数との部

分積が2けた，及

び部分積がみな2

けた）の筆算の仕

方を理解し，その

計算ができる。 

◎42×3，58×3 の

筆算の仕方を考

える。 

◎筆算の仕方をま

とめる。 

・【ドリル的学習】

 

知2位数×1位数（十の

位の数との部分積が

2けた，及び部分積が

みな2けた）の筆算の

仕方を理解してい

る。（プリント・発表）

 

 

 

 

 

 

表2位数×1位数（十の

位の数との部分積が

2けた，及び部分積が

みな2けた）の筆算が

できる。（プリント）

知42×3の筆算の仕方を言うことができる。 

・3×2＝6の6を一の位に書く。 

・3×4＝12の2を十の位に書く。 

・百の位に1を繰り上げる。 

・繰り上げた1を百の位に書く。 

 

58×3の筆算の仕方を言うことができる。 

・3×8＝24の4を一の位に書く。 

・十の位に2を繰り上げる。 

・3×5＝15に繰り上げた2をたして17。7を十の位に書く。 

・百の位に1を繰り上げる。 

・繰り上げた1を百の位に書く 

 

表83×2，79×3の筆算の仕方が分かり、正確にできる。 

 主な例  ７９  「三九 ２７」の７を，一の位に書き，２ 

     × ３  を十の位に繰り上げる。 

     ２３７  「三七 ２１」２１に２をたして２３。 

          ２３の３を十の位に，２を百の位に書く。 

知部分積を一つ一つ書く筆算形式

で考えさせ，繰り上がりを正確に

捉えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表83×2，79×3の筆算を正しく計

算するために，繰り上げた数を書

く場所や，十の位の計算をしてか

ら繰り上げた数をたすことを再

度確認させる。 

 



５ ○2位数×1位数（部

分積を加えたと

きに百の位に繰

り上がりあり）の

筆算の仕方を理

解し，その計算が

できる。 

◎29×4 や 75×4 

の筆算の仕方を

考える。 

・【ドリル的学習】

 

知2位数×1位数（部分

積を加えたときに百

の位に繰り上がりあ

り）の筆算の仕方を

理解している。 

（プリント・発表） 

 

 

 

 

 

 

表2位数×1位数（部分

積を加えたときに百

の位に繰り上がりあ

り）の筆算ができる。

（プリント） 

知29×4の筆算の仕方を言うことができる。 

・4×9＝36の6を一の位に書き、3を十の位に繰り上げる。 

・4×2＝8に繰り上げた3をたして11。１を十の位に書き、百の 

位に1を繰り上げる。 

・繰り上げた1を百の位に書く。 

 

75×4の筆算の仕方を言うことができる。 

・4×5＝20の0を一の位に書き、2を十の位に繰り上げる。 

・4×7＝28に繰り上げた2をたして30。0を十の位に書き、 

百の位に3を繰り上げる。 

・繰り上げた3を百の位に書く。 

 

表16×8，35×3，58×9，78×9の筆算の仕方が分かり，正確にでき

る。 

  主な例  

 ７８  「九八 ７２」の２を一の位に書き，７を十の 

   × ９  位に繰り上げる。 

   ７０２  「九七 ６３」６３に７をたして７０。７０の 

        ０を十の位に，７を百の位に書く。 

知部分積を一つ一つ書く筆算形式

で考えさせ，繰り上がりを正確に

捉えさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表16×8，35×3，58×9，78×9の

筆算を正しく計算させるために，

繰り上がった数を書く場所や計

算手順を再度確認させる。 

６ 

 

本

時 

 

○学習内容に習熟

する。 

◎１～５時までで

学習した筆算問

題の練習をする。

【ドリル的学習】

表2位数×1位数（繰り

上がりあり）の筆算

の仕方が分かり，正

確にできる。 

（プリント・観察） 

表2位数×1位数（繰り上がりあり）の筆算の仕方が分かり，正確に

できる。 

 

  主な例 

   ８２  「九ニ １８」の８を一の位に書き，１を十の位 

  × ９  に繰り上げる。 

  ７３８  「九八 ７２」７２に１をたして７３。７３の３ 

       を十の位に，７を百の位に書く。 

 

表2位数×1位数（繰り上がりあり）

の筆算を正しく計算させるため

に，部分積を書く筆算形式を用い

て，繰り上がった数の処理の仕方

を確認させながら計算させる。 

（3）３けたの数に１けたの数をかける計算 ５時間 下p.10～13 

 



１ ○3位数×1位数（部

分積がみな1け

た）の筆算の仕方

を理解し，その計

算ができる。 

◎場面をとらえて

立式し，312×3 

の計算の仕方を

考える。 

・筆算の仕方をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

関3位数×1位数（部分

積がみな1けた）の筆

算の仕方を，2位数×

1位数の筆算をもと

に考えようとしてい

る。 

（プリント・観察） 

知3位数×1位数（部分

積がみな1けた）の筆

算の仕方を理解して

いる。 

（ノート・発表） 

表3位数×1位数（部分

積がみな1けた）の筆

算ができる。 

（プリント） 

 

知312×3の筆算の仕方を言うことができる。 

 

 ・3×2＝6の6を一の位に書く。 

 ・3×1＝3の3を十の位に書く。 

・300×3=900だから，3×3＝9の9は百の位 

に書く。 

 

表212×4の筆算の仕方が分かり，正確にできる。 

 

    ２１２  「四ニが８」の８を一の位に書く。 

   ×  ４  「四一が４」の４を十の位に書く。 

    ８４８  「四ニが８」の８を百の位に書く。 

 

 

知位取り板、部分積を一つ一つ書

く筆算形式で考えさせ，手順を理

解させる。 

 

 

 

表212×4の筆算を正しく計算させ

るために，部分積を一つ一つ書く

筆算をするように「それぞれの位

の計算の答えを書きましょう」等

の助言する。 

２ ○ 3 位数× 1 位数

（一，十の位の数

との部分積が2け

た）の筆算の仕方

を理解し，その計

算ができる。 

◎386×2 の筆算の

仕方を考える。 

・【ドリル的学習】

表3位数×1位数（一，

十の位の数との部分

積が2けた）の筆算が

できる。 

（プリント） 

表318×3，291×3，466×2の筆算の仕方が分かり，正確にできる。

 主な例 ４６６  「二六 １２」の２を一の位に書き，１を 

    ×  ２  十の位に繰り上げる。 

     ９３２  「ニ六 １２」１２に１をたして１３。３ 

          を十の位に書き，１を百の位に繰り上げる。

「二四が８」８に１をたして９。９を百の 

位に書く。 

表部分積を一つ一つ書く筆算形式

と比較させ手順を唱えさせなが

ら，繰り上がりを正確に捉えさせ

て計算させる。 

 

 

３ ○3位数×1位数（部

分積がみな2け

た，及び部分積を

加えたときに繰

り上がりあり）の

筆算の仕方を理

解し，その計算が

できる。 

○3位数×1位数の

筆算の理解を確

実にする。 

◎937×4，537×3 

の筆算の仕方を

考える。 

・【ドリル的学習】

 

 

 

 

 

    ［Ｔ・Ｔ］

表3位数×1位数（部分

積がみな2けた，及び

部分積を加えたとき

に繰り上がりあり）

の筆算ができる。 

（プリント） 

表812×4，341×7，647×3，238×3，428×4，875×7の筆算の仕方

が分かり，正確にできる。 

 主な例  

８７５  「七五 ３５」の５を一の位に書き，３を十の 

  ×  ７  位に繰り上げる。 

  ６１２５  「七七 ４９」４９に３をたして５２。２を十 

        の位に書き，５を百の位に繰り上げる。 

        「七八 ５６」５６に５をたして６１。６１の 

        １を百の位に，６を千の位に書く。 

表部分積を一つ一つ書く筆算形式

と比較させ手順を唱えさせなが

ら，繰り上がりを正確に捉えさせ

て計算させる。 

 

 

 

 

 

 



４ ○学習内容に習熟

する。 

◎１～３時までで

学習した筆算問

題の練習をする。

【ドリル的学習】

    ［Ｔ・Ｔ］

表3位数×1位数（繰り

上がりなし・あり）

の筆算ができる。 

（プリント・観察） 

表3位数×1位数（繰り上がりなし・あり）の筆算の仕方が分かり，

正確にできる。 

 主な例 ３１０ 「八０が０」０を一の位に書く。 

    ×  ８ 「八一が８」８を十の位に書く。 

    ２４８０ 「八三 ２４」４を百の位に，２を千の位に 

         書く。 

表3位数×1位数（繰り上がりな

し・あり）の筆算を正しく計算さ

せるために，計算手順や繰り上が

った数を書く場所を再度確認さ

せる。 

５ ○乗法の結合法則

について理解す

るとともに，3つ

の数の乗法が1つ

の式に表せるこ

とを理解する。 

 

 

◎場面をとらえ，代

金の求め方につ

いて考え，検討す

る。 

・3口の乗法の式で

表す。 

・3口の乗法の結合

法則をまとめる。

考最初に１箱の代金

を求めるやり方と，

最初に全部のおかし

の数を求めるやり方

があることをテープ

図や言葉の式から考

えることができる。

（プリント・観察） 

表乗法2段階の式を1

つの式に表すことが

できる。（プリント）

考最初に１箱の代金を求める式と，最初に全部のおかしの数を求め

る式をテープ図や言葉の式から考えることができる。 

 

60×4＝240，240×2＝480 

4×2＝8，60×8＝480 

 

表60×4×2の計算を、60×(4×2)の考え方で素早く計算することが

できる。 

  

 4×2は暗算でできるから，後の２つを先に計算した方がかんたん。

 60×8は，6×8の答えに0を1個つければいいから計算がかんたん。

考テープ図や言葉の式から最初に

１箱の代金を求める考えと最初

に全部のおかしの数を求める考

えがあることに気づかせる。 

 

 

表3口の乗法で，はじめの2つの数

を先に計算するのとあとの2つの

数を先に計算するのの2種類を計

算させ，どちらが計算が大変か考

えさせる。 

まとめ ２時間 下p.14～15 

１ 

 

 

 

 

 

◎「れんしゅう」を

する。 

【ドリル的学習】

 

 

 

［Ｔ・Ｔ］

表2，3位数×1位数の

計算ができる。 

（プリント） 

関既習事項を活用し，

活動に取り組もうと

している。（観察）

表2，3位数×1位数の計算が正確にできる。 

 

 

関既習事項を活用し，活動に進んで取り組もうとする。 

表部分積を一つ一つ書く筆算形式

と比較させ手順を唱えさせなが

ら，繰り上がりを正確に捉えさせ

る。 

関チェックポイントを書いたプリ

ントを準備したり，壁に貼ってあ

る紙板書を見させて考えさせる。 

２ 

○学習内容に習熟

する。 

○学習内容の理解

を確認する。 

○学習内容の理解

を深め，算数への

興味を広げる。 

◎「たしかめ」をす

る。 

【ドリル的学習】

◆〔チャレンジ〕を

する。 

【ドリル的学習】

［Ｔ・Ｔ］

関既習事項を活用し，

活動に取り組もうと

している。（観察）

関既習事項を活用し，活動に進んで取り組もうとする。 関チェックポイントを書いたプリ

ントを準備したり，壁に貼ってあ

る紙板書を見させて考えさせる。 

 

 

 



６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  ・２位数×1位数（繰り上がりあり）の筆算に,習熟する。 

（２）本時の評価規準 

【表現・処理】 ２位数×１位数（繰り上がりあり）の筆算の仕方が分かり，正確にできる。 

（３）本時の展開 

 

段

階 

活動内容・学習活動 

（◎教師の働きかけ ○発問 ・児童の反応） 
指導上の留意点 

つ

か

む 

10

分 

１ 前時までの学習内容の想起 

◎前時までに学習した文章題(3 題)を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この問題の式はどんな式になりますか。 

・２１×４  ・１８×４  ・４８×３ 

○答えを筆算を使ってもとめましょう。 

・８４円   ・７２ｃｍ  ・１４４こ 

○すぐに計算できたものはどれですか。 

・繰り上がりがない計算です。 

・一の位だけが繰り上がる計算です。 

・一の位と十の位が繰り上がる計算は難しかったです。 

 ○繰上りのある筆算の計算も，正しく早くできるように練

習しましょう。 

 

２ 学習課題の把握 

◎学習課題を把握させる。 

  

 

 

３ 

◎

○

・

・

・

・

 

 

 

前時までに学習した問題

３問を解かせ，各自の計算練

習上の問題点を意識させる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算手順をしっかり覚え，

間違いを減らし，計算が手際

よくできるようになりたい

と，本時の課題に対して意欲

③１箱に４８このおかしが入った箱が，３箱あります。

おかしは全部で何こありますか。（部分積がみな２桁)

②１つの辺の長さが１８ｃｍの正方形の，まわりの長さ

は何ｃｍですか。(一の位の部分積が２桁) 

①１まい２１円の画用紙を，４まい買いました。代金は

いくらですか。（部分積がみな１桁) 

く
くり上がりのあるかけ算の筆算を，正し
計算練習の見通し 

計算練習での各自の見通し（注意点）をもたせる。 

正しく計算するために，どんなところに注意して計算し

たいですか。 

九九を正しく使う。 

繰り上がりの数のたし方に気をつける。 

計算をしっかりする。 

計算の手順をたしかめる。 

をもたせる。 

 

 

計算練習で各自が見通し

（注意点）をもって取り組め

るように，どこに気をつけて

計算するかを全員で確認す

る。 

できるようになろう。 



 

 

し 

ら 

べ 

る 

 

20  

分 

４ 2 位数×1位数のかけ算の筆算の計算練習  

【１８分間】 【ドリル的学習】 

◎計算練習に取り組ませ，筆算の習熟を図る。 

○計算練習を始めましょう。まだすらすらできない人は，

特訓問題で，正しく計算ができるように特訓します。す

らすらできるようになってきた人は，特訓問題かチャレ

ンジ問題をやりましょう。正しく計算できるように，が

んばりましょう。 

 

《計算練習の問題の内容》 

①型計算問題  一の位の部分積が２桁 

↓間違えたら→特訓問題①型問題（計算･文章題） 

↓間違えなかったら→特訓問題または，チャレンジ問題（計算･文章題） 

②型計算問題  十の位の部分積が２桁 

↓間違えたら→特訓問題②型問題 

↓間違えなかったら→特訓問題または，チャレンジ問題 

③型計算問題  部分積がみな２桁 

↓間違えたら→特訓問題③型問題 

↓間違えなかったら→特訓問題または，チャレンジ問題 

ゴール 

 

 

 

【計算の習熟における具体の評価規準と支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの型のポイント

がきちんとできたかを各自

でチェックするカードを持

たせ，しっかりできたか確か

めながら取り組ませる。 

 

（Ａ）や（Ｂ）の児童で，

特訓問題とチャレンジ問題

が時間的に困難と感じると

きは，どちらか片方でよいこ

とにする。 

  

（Ａ）や（Ｂ）の児童は，

自分で○付けをし，どんどん

問題に挑戦させ，意欲をもて

るようにする。 

 

 

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する場合の手立て 

□表  ２位数×１位数のいろ

いろな型の筆算の仕方が

分かり，正しく早く答え

を出すことができる。 

□表  ２位数×１位数のいろい

ろな型の筆算の仕方が分か

り，正しく計算することが

できる。 

◇支  「チャレンジ問題①～

③」に取り組ませ，チェ

ックポイントの言葉等を

ヒントに，正しく早く計

算させる。 

③の問題まで終わった

ら，「特訓問題」にも挑戦

させ，計算能力を高める。 

◇支  「特訓問題①～③」に取

り組ませ，部分積を書く筆

算形式等を用いて，自力で

正しく計算させる。 

終わったら，「チャレンジ

問題」に取り組ませ，計算

手順の習熟を図る。 

◇支  「特訓問題」に取り組

ませ，部分積を書く筆算

形式を用いて，繰り上が

った数の処理の仕方を

確認させながら計算さ

せる。 

 



 

ま 

と 

め 

る 

 

６ 

分 

５ 計算結果の発表と誤答傾向の把握 

◎正しく計算できたか，誤答傾向の把握をする。（挙手確

認） 

○計算するときに，正しくできるようになったことを発表

しましょう。 

・九九が正しくできた。 

・繰り上がりの数のたし方が正しくできた。 

・計算が正しくできた。 

 

 

児童それぞれが気をつける

点（誤答傾向）について，意

識して取り組んでいたかを再

確認させる。 

 

机間巡視で，誤答傾向にあ

る計算があった場合は，それ

を取り上げ，計算手順を全員

で再確認し，定着を図る。 

 

ひ 

ろ 

め 

る 

  

９ 

分 

６ 練習問題 

◎計算プリントに取り組ませ，筆算のさらなる習熟を図

る。 

○計算が正しくできるようになったか確かめましょう。

（５問・６分間） 

【計算プリントにおける具体の評価規準と支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○答え合わせをして，正しく計算できるようになったか確

かめましょう。 

 

７ 学習の振り返り 

◎ふりかえりカードに記入させ，学習を振り返らせる。 

○今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばれた。 

・筆算の計算の仕方がよく分かった。 

・計算が正しくできるようになった。 

 

８ 次時の学習予告 

◎次の時間の学習内容を知らせる。 

 

各自が、課題をもって，正

しく計算しようという意欲を

もてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふりかえりカードに，具体

的に記入させる。 

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する場合の手立て 

□表  ２位数×１位数のいろ

いろな型の筆算の仕方が

分かり，正しく早く答え

を出すことができる。 

□表  ２位数×１位数のいろ

いろな型の筆算の仕方が

分かり，正しく計算する

ことができる。 

◇支  くり上がりに気をつけ

させながら，手際よく全

問を解かせる。 

さらに，裏面の問題に

も取り組ませ，計算能力

を高める。 

◇支  「練習問題」に取り組

ませ，くり上がりに気を

つけさせながら，３問を

解かせる。 

終わったら，残りの問

題にも取り組ませ，計算

能力を確かにする。 

◇支  「練習問題」に取り組

ませ，部分積を書く筆算

形式を用いて，繰り上が

った数の処理の仕方を確

認させながら，問題を解

かせる。 

 

 

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・九九を正しく使う。 

・繰り上がりの数のたし方をき

・計算をしっかりする。 

・計算の手順をたしかめる。 

 

もんだい かだい

筆

な

みとおし 

(学習の振り返り) 

③ 部分積が

みな２桁 

②

部分積が２

桁 

① 部分積が

みな１桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くり上がりのあるかけ算の

算を，正しくできるように
ろう。 

誤答傾向にある計算 
 一の位の
ちんとする。 


